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「第７回日本環境経営大賞」の環
境価値創造部門の最優秀賞をおひ
さま進歩エネルギー(株)が受賞さ
れました。 
おひさま進歩では、太陽光、熱、
風、森林など地域の資源を活用し、
市民出資である「おひさまファン
ド」を通じて地域エネルギー事業
を行い、事業収益から出資者に元
本と利益を還元する取組です。 

地域内への設備投資として、約
1,000 名の市民出資(約４億円)と
国庫補助(約 7.5 億円)を投下し、
「市民共同のおひさま発電所」と
して、2004年から４年間で保育園
や民間事業所などの屋根に約 150
カ所、合計 1,281kw の太陽光発電
システムを設置し年間約 3,000 万
円の売電をしています。 
エネルギーの地産地消とともに、
市民出資という手段を通じお金に
意思を持たせている点が特徴的で
す。 
なお、当研究会も第２回日本環境
経営大賞で環境フロンティア部門
の地域交流賞を頂きました。 

第8回(2008年度)環境首都コンテ

ストの結果が公表されました。 

当市は昨年に引き続き総合第３位、

人口規模別順位では第１位という

結果でした。 

当コンテストの主催は環境ＮＧＯ

のネットワークである「環境首都

コンテスト全国ネットワーク」が

審査し表彰されるものです。 

総合第１位は水俣市、第２位に長

野市がはいりました。 

また、先進事例特別表彰に以下の

二つの取組が対象となりました。 

①市で行う会議にリターナブル瓶

の利用 

②公共交通利用者の大幅増加 

昨年実施した、環境首都を目指す

自治体全国フォーラム in 飯田で

もリターナブル瓶は好評でした。 

2008年度のコンテストでは、67自

治体の参加がありました。 

満点が 1020 点の内約６割を得点

しましたが、「ごみの減量化」と

「自治体内部における環境基本行

動」政策に弱い点が伺えました。 

「環境モデル都市行動計画」と並

行して引き続き「環境」をキーワ

ードに取組を進めていきたいと思

います。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～ 

飯田市では、10日に「飯田市環境
モデル都市行動計画」を内閣府に
提出しました。（詳細の行動計画
はホームページでご覧いただけま
す）並行して地球温暖化対策課内
に渡邊副市長を本部長とする「地
球温暖化対策推進本部」を設置し
ました。温暖化対策を横断的に事
業展開していきます。写真の看板
は、地元遠山杉の間伐材を活用し
ました。（題字：小林課長） 

地球温暖化対策 
推進本部を設置 

 

おひさま進歩エネルギー 
環境価値創造パール大賞 

環境首都コンテスト 
飯田市 総合第３位 

 

●研究会実務者会 

 
お 知 ら せ 

４月２３日午後３時30分 
＊温室効果ガス排出量の把握につ
いて 
＊“南信州いいむす21”ガイドブ
ック作成について 
＊環境の日一斉行動週間の取組に
ついて 
＊環境モデル都市について 
●“竹宵まつり”百万人のキャン
ドルナイトｉｎ南信州 
６月６日(土)19:00～22:00 
「１万人で創るキャンドルナイ
ト」飯田のシンボル「りんご並木」
を彩る１万本の光… 
PM8:00~PM10:00街中がライトダウ
ン。キャンドルの灯りで過ごすス
ローな夜。 

[ご意見・お問い合せ・配信解除] 

地域ぐるみ環境ISO研究会事務局 

沢柳 俊之 （多摩川精機） 

横田  豊 （飯田市役所） 

ic1386@city.iida.nagano.jp 
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「飯沼地区事業所環
境保全対策協議会」 

 

 
オムロン飯田(株) 
環境保全活動 

 

瀬戸市「環境配慮事業所認定制度
検討委員会」５名の皆さんが飯田市
に視察に見えられました。 
視察の目的は、飯田版環境ISOで
ある「南信州いいむす２１」の仕組
みと「地域ぐるみ環境ISO研究会」
の活動などについてです。 
瀬戸市の委員会も、当研究会と同
様に30名の会員で構成され、様々な
課題の検討会があるそうです。 
特に、認定のメリットについて質
問が多くだされました。当然ですが
事業者ですので安価での認定とはい
え費用対効果を意識されています。 
このような機会を通じて、新たな
交流を深めたいものです。 
 

 飯田市立川路保育園では、園に
設置した雨水タンク（５００㍑）
を利用して花壇に水やりを行いま
した。 
 雨水は毎日花壇や畑の水まきに
利用しています。飯田では、５月
に入り梅雨を思わせるような雨が
降りタンクには一杯の水が入って
います。 
「じょうろ」を持った園児たちが順

番にタンクの水を使って自分たちの
花壇に楽しそうに水やりをしていま
した。 
飯田市でも公共施設７カ所に雨
水タンクが設置されています。 
 一般家庭向けにも雨水タンクや浸
透マスの導入について補助金を準
備しています。資源の再利用だけ
でなく災害防止のためにも導入活
用をお願いします。 
 

 飯沼地区事業所
環境保全協議会の
平成２１年度総会が
開催されました。 
 この協議会は昭
和 51 年８月に発足

した会で(株)イイダサービスの林社
長が発足当初から代表を務めてい
ます。 
 この地域は自動車関連事業所を
はじめ３３事業所が環境保全活動
に取り組んでいます。 
 総会にあたり林会長は、地球 46
億年の歴史の中での温暖化の話を
会員の皆さんに真剣に語っておら
れました。総会は大変日当たりがよ
くまた、風通しの良い会場で照明は
消されていました。 
 総会では、「南信州いいむす 21」
への積極的な関わりや「環境モデ
ル都市」移動手段の低炭素につい
ては様々なご意見やアイディアをい
ただけました。 
～～～～～～～～～～～～～～～ 

 ５月９日（土）オムロン飯田株式
会社で、「オムロンデー社会奉仕活
動」を実施しました。これは、親会
社であるオムロン株式会社（本社：
京都市）の創立記念日５月１０日に
「オムロンデー」と称して行うボラ
ンティア活動で、オムロングループ
国内外含めた全拠点で、毎年実施し
ています。 

当日は晴天に恵まれて、社員約

100 名が参加。日頃お世話になって

いる地域社会への感謝を込めて通勤

道路のごみ拾い、カーブミラー清掃、

地元障害者施設「明星学園様」の清

掃活動を行いました。ゴミ拾いは国

道151号線から三日市場の信号まで

のエリアを３ルートに分かれて拾い、

ゴミは年々減少傾向となっています。

一番多い年はトラックいっぱいにな

った事もありましたが今年はその３

分の１程度で、大型ゴミも以前に比

べてまったく無くなりました。 

ゴミが落ちていない場所には「捨

て辛い」という意識が働きます。毎

日通勤する道路がきれいだと、やっ

ぱりうれしいものです。綺麗な道路

を維持し続ける事が目標です。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

＝お知らせ＝ 

●｢環境の日｣一斉行動に 

エコキャップ運動が新たに加わり

ます。ポリオワクチンの購入費用

に充てます。 

●6月 6日｢竹宵まつり～100 万人

キャンドルナイト in 南信州｣が開

催されます。是非ご参加ください。 

[ご意見・お問い合せ・配信解除] 

地域ぐるみ環境ISO研究会事務局 

沢柳 俊之 （多摩川精機） 

横田  豊 （飯田市役所） 

ic1386@city.iida.nagano.jp 

瀬戸市環境パートナーシ
ップ事業者が視察に 

雨水で水まき 
=川路保育園= 
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 飯田地域独自の簡易環境マネジメント

システム「南信州いいむす21」の登録証

が４事業所に交付されました。 

 

① 飯田工業株式会社 
平成18年４月に初級を認証取得され、

今回、初めての更新において中級の認

証取得にステップアップされました。 

ガソリンの消費削減や電気使用量の

削減を目標としています。 

② 株式会社丸中 中根園 
平成14年８月に初級を認証取得され、

今回は二度目の更新です。 

電気使用量の削減や営業活動におけ

る使用燃料削減を目標としています。 

③ 有限会社カメヤマ 
平成17年12月に初級を認証取得さ

れ、今回が最初の更新です。 

収集車のアイドリングストップの徹底

を目標としています。 

④ 五十川商店 
平成17年12月に初級を認証取得さ

れ、今回が最初の更新です。 

ゴミの削減や節電・節水など節約を

目標としています。 

４事業所とも環境に対する意識が高

く継続的に取り組まれています。現在、

登録事業所は５５事業所となりました。 

 

 

 ５月27 日～29 日岐阜県多治見市で

環境自治体会議たじみ会議が開催され

ました。 

 多治見市は昨年夏４０.９℃を記録

し日本一暑いまちとして知られていま

す。この日、国内の63自治体がアツク

環境情報交換を行いました。 

 岐阜県では全県レベルでレジ袋の有

料化を行い、約９割の辞退率を達成し

ているとのことでした。 

 牧野飯田市長がコーディネーターと

して参加したパネルディスカッション

では、「地域特性の技術・自然・歴史を

生かすことが必要」「市長だけが元気で

も駄目｣「域外からの高い評価が励みに

なる｣「都会に行っても戻りたくなるま

ちづくり｣「団塊の世代は人材の宝庫だ

からうまく力を借りる」「ボランティ

ア・ＮＰＯを役所の下請けにしない」

などなど意見が出されました。 

 ３日間を総括して、「循環型社会への

取り組みを通して、環境に配慮したラ

イフスタイルを実践します。」他４項目

にわたる「たじみ宣言」が確認され終

了しました。 

左側：飯田市おひさまシンポ「さんぽちゃん」 

中央：さかなクン 

右側：多治見市キャラ「うながっぱ」 

 

 地域ぐるみ環境ISO 研究会では、６

月５日の環境の日を記念した一斉行動

に取り組みます。 

 恒例の取り組みである①ノーマイカ

ー②ライトダウン③ノーレジ袋に加え

て６日に開催の「竹宵まつり～100万人

のキャンドルナイトｉｎ南信州」のイ

ベントに参加します。 

 今回、新たな取り組みとして、６月

の一カ月を「エコキャップ運動」に取

り組むこととしました。 

 キャップ１㎏１０円で換金し、世界

の子どもにポリオワクチンの購入費用

に充てます。 

 多くの皆さんのご協力をお願いいた

します。 

南信州いいむす 21 
４事業所に登録証交付 

日本一アツイまち 
環境自治体たじみ会議

｢環境の日｣ 
一斉行動の取り組み

[ご意見・お問い合せ・配信解除] 
地域ぐるみ環境ISO研究会事務局 
沢柳 俊之 （多摩川精機） 
横田  豊 （飯田市役所） 
ic1386@city.iida.nagano.jp 
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 ６月23日、飯田地域独自の簡易環境

マネジメントシステム「南信州いいむす

21」の最高レベルであるISO 14001南信

州宣言の適合確認証が当研究会のメン

バーである木下建設(株)さんに交付さ

れました。 

 南信州宣言は平成18年12 月に(株)

三六組さんの認証取得以来２事業所目

となります。 

 

 木下建設は国際規格であるISO14001

を平成13年に認証取得されこれまで環

境改善活動に取り組まれてきました。 

＝環境方針＝（抜粋） 

 木下建設株式会社は、最新の技術を

用いて環境に配慮した製品をお客様の

要望に合わせて提供し、豊かな地域社

会の実現に貢献します。 

 かけがえのない自然環境を壊さない

ように次の世代に引き継ぐことが大切

であると考え、環境と調和した製品づ

くりに努め、自然環境を重視した積極

的な活動に取り組みます。 

 木下社長は、一事業所で取り組むよ

り地域全体(面)での取り組みが効果的

であり、このシステムは費用対効果の

面でもメリットは大きいと話されまし

た。 

 

 ６月24日、市長トップインタビュー

を実施いたしました。 

 今年は、南信州いいむす21の「南信

州宣言」に適合された(株)三六組から春

日常務と木下建設(株)から木下常務を

お招きし、市長と３者で鼎談とういう形

で行いました。 

自己適合宣言であ

る飯田市役所では、

７月の一カ月間内部

監査を行います。そ

れに先駆けて重点監

査事項につて市長の考えを聞く機会と

なりました。 

２社からは「環境

改善活動には積極的

に協力していく」と

力強い発言や、「低炭

素社会に向けては一

部署のみとならないように」、「行政機

関のいいむす21の取り組みが少ない」

などの指摘もいただきました。また、

「小中学生を対象としたシステムも必

要では」などの提案もいただきました。 

 まとめとして、市長からは、飯田市

は今年１月「環境モデル都市」に選定

された事を受けて、全ての事業におい

て環境モデル都市を意識した取組が重

要であると締めくくりました。 

 

★太陽光発電器設置助成 

１ｋＷあたり７万円 上限２０万円 

 

★太陽熱温水器設置助成 

設置費用の１／５ 上限３万円 

 

●雨水タンク設置補助 

100㍑～500㍑未満 設置費用の１／２ 

上限２.５万円 

500㍑以上 設置費用の１／２ 

上限５万円 

●雨水浸透マス設置補助 

設置費用の１／２ 上限２.５万円 

 

♪ペレットストーブ・ボイラー設置助成 

設置費用の１／３ 上限１０万円 

 

♪薪ストーブ・ボイラー設置助成 

設置費用の１／５ 上限５万円 

 

 

市民の皆さんのご利用を 

お願いします！ 

詳しくは、「エコカフェいいだ」で 

 検 索  してください！ 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

地域ぐるみ環境ISO 研究会では、こ

の６月から「南信州いいむす２１登録

企業の支援」を行っています。 

各事業所が一歩でも環境改善活動が

前進される事を期待しています。 

南信州いいむす 21 
南信州宣言登録証交付 

トップインタビュー 
低炭素社会の創造を 

｢ご活用ください｣ 
エコ事業助成制度 

[ご意見・お問い合せ・配信解除] 
地域ぐるみ環境ISO研究会事務局 
沢柳 俊之 （多摩川精機） 
横田  豊 （飯田市役所） 
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 ６月２５日、一番手に長野県飯田長姫

高等学校のボランティア推進委員の皆

さんが中心になって回収してくれたペ

ットボトルのキャップ約２５㎏を届け

てくれました。 

 

 この取り組みは、地域ぐるみ環境ISO

研究会の呼びかけで「環境の日」を記

念して行った一斉行動の取り組みの一

つで、今回新たに実施した活動です。 

 飯田長姫高校では、以前より取り組

まれているとの事で、今回の呼びかけ

に協力していただきました。 

 ７月２４日までに集約した結果は以

下のとおりです。 

 協力事業所数 ６９事業所 

 エコキャップ量 

  約２８０㎏、約１１万個 

 

 今回協力いただいたエコキャップは

(有)タカハさんに持ち込み、他のプラ

スチック製品に生まれ変わります。 

換金していただいたお金はＪＣＶ

（世界の子どもにワクチンを日本委員

会）に送金いたしました。約１４０本

のポリオワクチンが購入されることに

なります。 

回収された２８０㎏について、皆さ

んはどんな感想をお持ちでしょうか？

ペットボトルの飲料水の１本あたり

120 円で計算すると1,300 万円にもな

ります。 

この取り組みによりワクチン購入に

充てられる事は大変に嬉しい事ですが、

こんなに多く飲まれている清涼飲料水

の量には考えさせられました。 

 多くの皆様のご協力に心から感謝申

し上げます。 

 

 市役所、環境課では、現在、ごみの組

成調査（ごみの分別状況）を各地区の衛

生担当の皆さんと一緒に調査を行って

います。 

地球温暖化対策課の職員も協力して

実施しています。 

飯田市千代地積に新たに建設された

最終処分場と桐林クリーンセンター（焼

却場）で行っています。 

残念と驚きは、埋め立てごみの中に、

リサイクル可能なペットボトルや空き

瓶類が非常に多く混じっていました。最

終処分場も限られた資産であり、この施

設が一年でも二年でも長く使うために

は、私たち一人一人が正しく分別するこ

とが原点であると改めて認識出来た機

会となりました。 

 

 梅雨明け宣言がされているにもかか

わらず、天候不順が続いています。 

 夏は、それなりに暑くならないと農

作物への影響も心配されます。 

 研究会恒例の「環境の日一斉行動」

の結果をお知らせします。 

(1) 参加事業所数 １２０事業所 
(2) 参加者数      10,905人 
(3) ノーマイカー 10,482人 
(4) ライトダウン 14,018人  
(5) ノーレジ袋   29,485人 
(6) 竹宵まつり      372人 
(7) 削減されたCO2 ３０.９t 
 参加事業所、参加者数ともに前回を上

回る結果となりました。地球温暖化防

止に向けて小さな取り組みでも継続し

ていきたいと思います。 

 

 この制度は、国（環境省他）で行っ

ているもので、５月15日から、グリー

ン家電製品を購入した場合に適用とな

っています。 

 申請書は、家電販店又は、郵便局で

入手可能です。申請に必要な書類は、

①保証書のコピー②領収書／レシート

の原本などです。 

事務局：0570-064-322 

      http://eco-points.jp 

エコキャップ運動 
280kg 集まる 

ごみの分別 
組成調査に参加して

環境の日 
一斉行動のまとめ 

[ご意見・お問い合せ・配信解除] 
地域ぐるみ環境ISO研究会事務局 
沢柳 俊之 （多摩川精機） 
横田  豊 （飯田市役所） 
ic1386@city.iida.nagano.jp 

豆 知 識 
エコポイント制度 



                                       

三
〇
〇
号
を
記
念
し
て
、
研
究

会
の
実
務
者
の
皆
様
か
ら
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

     

①
研
究
会
の
活
動
を
振
り
返

っ
て 

②
多
摩
川
精
機
株
式
会
社 

③
沢
柳
俊
之 

④
地
域
ぐ
る
み
環
境ISO

研
究
会

が
発
足
し
て
十
二
年
、
ぐ
る
み
通

信
が
創
刊
し
て
八
年
が
経
過
し
ま

し
た
。 

研
究
会
が
発
足
し
た
年
に
は
、

COP3

京
都
会
議
が
開
催
さ
れ
、
プ

リ
ウ
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ぐ
る
み
通
信
の
創
刊
は
、

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
、

小
泉
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で

す
。 こ

の
間
、
世
界
や
日
本
そ
し
て

研
究
会
の
活
動
基
盤
で
あ
る
南
信

州
地
域
を
取
り
巻
く
状
況（
環
境
、

政
治
、
経
済､

産
業
な
ど
）
は
、
大

き
く
変
化
を
し
て
き
ま
し
た
。 

一
部
の
人
が
環
境
問
題
を
警

鐘
す
る
と
か
環
境
問
題
を
学
ぶ
時

代
か
ら
、
多
く
の
人
が
環
境
改
善

の
行
動
を
起
こ
し
、
そ
の
成
果
が

求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
研
究
会
の
活
動
理
念
の
一

つ
で
あ
る
「
点
か
ら
面
」
へ
の
広

が
り
が
見
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
環
境
問
題
を
好
転
さ

せ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

小
さ
な
取
り
組
み
で
す
が
、
研
究

会
参
加
事
業
所
の
皆
様
、
地
域
の

皆
様
、
そ
し
て
全
国
の
ぐ
る
み
通

信
の
愛
読
者
の
皆
様
の
知
恵
や
力

を
お
借
り
し
て
、
更
な
る
活
動
を

仕
掛
け
、
取
り
組
み
の
環
を
広
げ

て
い
け
ば
、
必
ず
、
住
み
や
す
い
・

豊
か
な
・
魅
力
あ
る
地
域
に
な
っ

て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
ご
支
援
・
ご
指
導
・

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

①
「
環
境
に
関
し
て
の
雑
感
」 

②
吉
川
建
設
株
式
会
社 

 

③
田
畑
裕
晃 

④
環
境
と
い
う
と
、
最
近
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
心
が
行
き
が
ち
だ
が
、

身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
化
学
物

質
を
使
用
し
な
い
こ
と
、
排
出
し

な
い
こ
と
も
大
切
な
環
境
保
護
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。 

Ｉ
Ｃ
ネ
ッ
ト
「
エ
コ
ナ
ビ
」

【
エ
コ
ラ
イ
フ
検
定
】
か
ら
問
題

を
１
つ
。 

Ｑ
一
：
省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
エ
ア

コ
ン
の
使
い
方
で
、
間
違
っ
て
い

る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。 

ａ･

一
度
つ
け
た
ら
な
る
べ
く
切

ら
な
い
で
使
う 

ｂ･

温
度
設
定
は

控
え
め
に
す
る 

ｃ･

長
時
間
の
連

続
運
転
は
控
え
る 

ｄ･

部
屋
の
断

熱
を
す
る
。 

 

お
分
か
り
に
な
り
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
。
問
題
は
あ
と
九
問
あ
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ
い
。 

http://econavi.eic.or.jp/kentei/ 
 

①
新
盆
用
品
を
通
じ
て
の
環

境
活
動 

②
株
式
会
社
光
和 

③
田
口 

茂 

④
八
月
、
盆
月
に
入
り
、
新
盆
の

各
御
家
庭
に
新
盆
用
品
（
切
子
・

提
灯
・
ロ
ー
ソ
ク
立
）
等
を
お
届

け
い
た
し
ま
し
た
。
数
年
前
ま
で

は
、
八
月
十
六
日
を
過
ぎ
る
と
新

盆
用
品
を
家
の
庭
や
畑
で
焼
却
を

し
た
り
、
埋
立
て
処
分
を
し
て
い

ま
し
た
。 

現
在
で
は
、
各
葬
祭
業
者
が
販

売
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
新
盆
用
品

は
、
業
者
同
士
連
携
を
と
り
な
が

ら
回
収
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

幣
社
で
は
、
少
し
で
も
環
境
活

動
に
繋
げ
よ
う
と
、
回
収
し
て
き

た
新
盆
用
品
を
全
て
分
別
し
、CO2

削
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
環
境
に
配
慮
し
た
商

品
を
多
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
環

境
に
優
し
い
企
業
を
目
指
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

①
研
究
会
へ
の
期
待 

②
多
摩
川
精
機
株
式
会
社 

③
杉
山 

隆
英 

④
昨
今
の
エ
コ
ブ
ー
ム
に
便
乗
し

た
派
手
な
宣
伝
が
蔓
延
し
て
い
る

中
か
ら
、
地
道
に
本
質
的
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な
組
織

を
見
抜
く
目
を
養
う
こ
と
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。｢

環
境｣

と

名
が
つ
く
と
予
算
が
通
り
や
す
い
、

補
助
金
が
出
る
、
外
部
か
ら
名
声

が
得
ら
れ
る
等
の
理
由
で
活
動
を

行
う
こ
と
に
違
和
感
を
抱
い
て
い

る
か
ら
で
す
。 

愚
直
な
、
泥
臭
い
活
動
の
成
果

を
確
か
な
目
を
持
っ
た
人
が
評
価

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
端
緒
と
な

り
広
く
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い

く
、｢

結
果
は
あ
と
か
ら
つ
い
て
き

た｣

と
い
う
姿
が
、本
来
の
環
境
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
当
研
究
会
も
そ
う
あ

り
た
い
と
強
く
願
い
ま
す
。 

 

①
「
事
業
所
で
の
環
境
活
動

の
紹
介
」 

②
株
式
会
社 

マ
エ
ダ 

③
吉
田 

辰
夫 

④
当
社
で
は
、
設
備
全
体
が
電
気

を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
資
源
の
削
減
の
為
、

電
気
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

削
減
方
法
と
し
て
は
、
変
電
設
備

に
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
を
設
置
し
、

契
約
電
力
を
年
間
を
通
じ
て
削
減

し
て
行
く
方
法
で
す
。
現
在
は
七

十
五
％
削
減
出
来
て
い
る
状
態
で

す
。 環

境
美
化
活
動
と
し
て
、
近
隣

の
道
路
沿
線
の
ゴ
ミ
清
掃
作
業
を

交
通
量
の
少
な
い
、
土
曜
日
に
社

員
一
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。又
、

不
法
投
棄
防
止
、
松
尾
地
区
広
場

駐
車
場
入
口
の
為
、
六
月
・
九
月

に
は
、
会
社
裏
側
に
あ
る
松
川
河

の
堤
防
の
草
刈
作
業
の
実
施
等
を
、

行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
ぐ
る
み
環

境ISO

研
究
会
の
活
動
を
通
じ
環

境
活
動
を
促
進
し
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

①
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み 

②
三
菱
電
機(

株)

中
津
川
製
作

所
飯
田
工
場 

③
山
田 

文
孝 

④
水
質
、
大
気
、CO2

問
題
（
温

暖
化
）
等
々
環
境
問
題
は
色
々
あ

り
ま
す
。そ
の
ど
れ
も
、「
コ
レ
を

実
行
す
れ
ば
す
ぐ
に
よ
く
な

る
！
」
と
い
う
解
決
策
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
所
で
は
省
エ
ネ
と
労
働

時
間
短
縮
の
目
的
で
賞
与
支
給
日

と
毎
月
の
給
与
支
給
日
、
土
日
の

二
〇
時
に
一
斉
消
灯
を
す
る
ブ
ラ

ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
実
施
期
間
〇
九

年
五
月
〜
一
〇
年
三
月
）
こ
の
よ

う
な
身
近
で
出
来

る
こ
と
の
積
み
重

ね
が
解
決
に
繋
が

る
と
信
じ
て
今
後

も
環
境
問
題
へ
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

南信州いいむす21                                            地域ぐるみ環境 ISO研究会 №300 
09.09.10 

                         http://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/kankyo/iso/index.html 

【ご意見、お問合せ】【配信解除】 
沢柳俊之(多摩川精機(株))研究会事務局 
横田 豊(飯田市役所) 研究会事務局 

ic1386@city.iida.nagano.jp 
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